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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第１区分
【発行日】令和2年2月27日(2020.2.27)

【公表番号】特表2019-506159(P2019-506159A)
【公表日】平成31年3月7日(2019.3.7)
【年通号数】公開・登録公報2019-009
【出願番号】特願2018-538551(P2018-538551)
【国際特許分類】
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   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
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【手続補正書】
【提出日】令和2年1月20日(2020.1.20)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　補体Ｄ因子の触媒クレフトを選択的に遮断するアプタマー。
【請求項２】
　前記補体Ｄ因子に関連する機能を阻害する、請求項１に記載のアプタマー。
【請求項３】
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片によって認識される前記補体Ｄ因
子の領域に結合し、前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、前記補体Ｄ因子に関連する
機能を阻害する、請求項１または２のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項４】
　前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、配列番号７１に従った重鎖可変領域のアミノ
酸配列および配列番号７２に従った軽鎖可変領域のアミノ酸配列を有する抗ｆＤ　Ｆａｂ
である、請求項１から３のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項５】
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子小分子またはペプチド阻害剤によって認識される前記補体
Ｄ因子の領域に結合し、前記小分子またはペプチド阻害剤が、補体Ｄ因子に関連する機能
を阻害する、請求項１から４のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項６】
　前記小分子阻害剤が、ジクロロイソクマリンである、請求項５に記載のアプタマー。
【請求項７】
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　ＲＮＡアプタマーまたは修飾ＲＮＡアプタマーである、請求項１から６のいずれか一項
に記載のアプタマー。
【請求項８】
　Ｃ３溶血アッセイによって測定された場合、約５０ｎＭまたはそれ未満のＩＣ５０で、
前記補体Ｄ因子の機能を阻害する、請求項１から７のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項９】
　Ｃ３溶血アッセイによって測定された場合、約１０ｎＭまたはそれ未満のＩＣ５０で、
前記補体Ｄ因子の機能を阻害する、請求項１から８のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項１０】
　Ｃ３溶血アッセイによって測定された場合、約５ｎＭまたはそれ未満のＩＣ５０で、前
記補体Ｄ因子の機能を阻害する、請求項１から９のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項１１】
　Ｄ因子エステラーゼ活性アッセイによって測定された場合、対照と比較して、補体Ｄ因
子の活性を増加させる、請求項１から１０のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項１２】
　Ｄ因子エステラーゼ活性アッセイによって測定された場合、対照と比較して、補体Ｄ因
子の活性を阻害する、請求項１から１１のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項１３】
　溶血アッセイによって測定された場合、補体Ｄ因子の活性をさらに阻害する、請求項１
から１２のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項１４】
　約５０ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフトに選択的に結合する、請求項
１から１３のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項１５】
　約２５ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフトに選択的に結合する、請求項
１から１４のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項１６】
　約１０ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフトに選択的に結合する、請求項
１から１５のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項１７】
　約５ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフトに選択的に結合する、請求項１
から１６のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項１８】
　配列番号７３～８０を含まない、請求項１から１７のいずれか一項に記載のアプタマー
。　　
【請求項１９】
　Ｃ３溶血アッセイによって測定された場合、約５０ｎＭまたはそれ未満のＩＣ５０で、
補体Ｄ因子の機能を阻害するアプタマー。
【請求項２０】
　触媒クレフトにおいて前記補体Ｄ因子を選択的に遮断する、請求項１９に記載のアプタ
マー。
【請求項２１】
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片によって認識される前記補体Ｄ因
子の領域に選択的に結合し、前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、前記補体Ｄ因子に
関連する機能を阻害する、請求項１９および２０のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項２２】
　前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、配列番号７１に従った重鎖可変領域のアミノ
酸配列および配列番号７２に従った軽鎖可変領域のアミノ酸配列を有する抗ｆＤ　Ｆａｂ
である、請求項１９から２１のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項２３】
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　前記アプタマーが、抗Ｄ因子小分子またはペプチド阻害剤によって認識される前記補体
Ｄ因子の領域に選択的に結合し、前記小分子またはペプチド阻害剤が、前記補体Ｄ因子に
関連する機能を阻害する、請求項１９から２２のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項２４】
　前記小分子阻害剤が、ジクロロイソクマリンである、請求項１９から２３のいずれか一
項に記載のアプタマー。
【請求項２５】
　ＲＮＡアプタマーまたは修飾ＲＮＡアプタマーである、請求項１９から２４のいずれか
一項に記載のアプタマー。
【請求項２６】
　Ｃ３溶血アッセイによって測定された場合、約１０ｎＭまたはそれ未満のＩＣ５０で、
前記補体Ｄ因子の機能を阻害する、請求項１９から２５のいずれか一項に記載のアプタマ
ー。
【請求項２７】
　Ｃ３溶血アッセイによって測定された場合、約５ｎＭまたはそれ未満のＩＣ５０で、前
記補体Ｄ因子の機能を阻害する、請求項１９から２６のいずれか一項に記載のアプタマー
。
【請求項２８】
　配列番号７３～８０を含まない、請求項１９から２７のいずれか一項に記載のアプタマ
ー。
【請求項２９】
　Ｄ因子エステラーゼ活性アッセイによって測定された場合、ｉ）対照と比較して、補体
Ｄ因子の活性を増加させる、またはｉｉ）対照と比較して、補体Ｄ因子の活性を阻害する
、アプタマー。
【請求項３０】
　溶血アッセイによって測定された場合、前記補体Ｄ因子の活性をさらに阻害する、請求
項２９に記載のアプタマー。
【請求項３１】
　前記補体Ｄ因子に触媒クレフトにおいて選択的に結合する、請求項２９および３０のい
ずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項３２】
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片によって認識される前記補体Ｄ因
子の領域に選択的に結合し、前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、前記補体Ｄ因子に
関連する機能を阻害する、請求項２９から３１のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項３３】
　前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、配列番号７１に従った重鎖可変領域のアミノ
酸配列および配列番号７２に従った軽鎖可変領域のアミノ酸配列を有する抗ｆＤ　Ｆａｂ
である、請求項２９から３２のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項３４】
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子小分子またはペプチド阻害剤によって認識される前記補体
Ｄ因子の領域に選択的に結合し、前記抗Ｄ因子小分子またはペプチド阻害剤が、前記補体
Ｄ因子に関連する機能を阻害する、請求項２９から３３のいずれか一項に記載のアプタマ
ー。
【請求項３５】
　前記小分子阻害剤が、ジクロロイソクマリンである、請求項２９から３４のいずれか一
項に記載のアプタマー。
【請求項３６】
　ＲＮＡアプタマーまたは修飾ＲＮＡアプタマーである、請求項２９から３５のいずれか
一項に記載のアプタマー。
【請求項３７】
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　配列番号７３～８０を含まない、請求項２９から３６のいずれか一項に記載のアプタマ
ー。
【請求項３８】
　約５０ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子に選択的に結合するアプタマー。
【請求項３９】
　前記補体Ｄ因子に触媒クレフトにおいて選択的に結合する、請求項３８に記載のアプタ
マー。
【請求項４０】
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片によって認識される前記補体Ｄ因
子の領域に選択的に結合し、前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、前記補体Ｄ因子に
関連する機能を阻害する、請求項３８または３９のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項４１】
　前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、配列番号７１に従った重鎖可変領域のアミノ
酸配列および配列番号７２に従った軽鎖可変領域のアミノ酸配列を有する抗ｆＤ　Ｆａｂ
である、請求項３８から４０のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項４２】
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子小分子またはペプチド阻害剤によって認識される前記補体
Ｄ因子の領域に選択的に結合し、前記抗Ｄ因子小分子またはペプチド阻害剤が、前記補体
Ｄ因子に関連する機能を阻害する、請求項３８から４１のいずれか一項に記載のアプタマ
ー。
【請求項４３】
　前記小分子阻害剤が、ジクロロイソクマリンである、請求項３８から４２のいずれか一
項に記載のアプタマー。
【請求項４４】
　ＲＮＡアプタマーまたは修飾ＲＮＡアプタマーである、請求項３８から４３のいずれか
一項に記載のアプタマー。
【請求項４５】
　約２５ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフトに選択的に結合する、請求項
３８から４４のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項４６】
　約１０ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフトに選択的に結合する、請求項
３８から４５のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項４７】
　約５ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフトに選択的に結合する、請求項３
８から４６のいずれか一項に記載のアプタマー。
【請求項４８】
　配列番号７３～８０を含まない、請求項３８から４７のいずれか一項に記載のアプタマ
ー。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　添付の特許請求の範囲において、本発明の新規特色を詳細に記す。本発明の特色および
利点についてのさらに深い理解は、本発明の原理が利用された説明的な実施形態を記す、
次の詳細な説明と、下に説明する添付の図面を参照することにより得られるであろう：
　本発明は、例えば、以下の項目を提供する。
(項目１)
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　補体Ｄ因子の触媒クレフト、エキソサイトまたは自己阻害ループに選択的に結合するア
プタマー。
(項目２)
　前記補体Ｄ因子に関連する機能を阻害する、項目１に記載のアプタマー。
(項目３)
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片によって認識される前記補体Ｄ因
子の領域に結合し、前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、前記補体Ｄ因子に関連する
機能を阻害する、項目１または２のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目４)
　前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、配列番号７１に従った重鎖可変領域のアミノ
酸配列および配列番号７２に従った軽鎖可変領域のアミノ酸配列を有する抗ｆＤ　Ｆａｂ
である、項目１から３のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目５)
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子小分子またはペプチド阻害剤によって認識される前記補体
Ｄ因子の領域に結合し、前記小分子またはペプチド阻害剤が、補体Ｄ因子に関連する機能
を阻害する、項目１から４のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目６)
　前記小分子阻害剤が、ジクロロイソクマリンである、項目５に記載のアプタマー。
(項目７)
　ＲＮＡアプタマーまたは修飾ＲＮＡアプタマーである、項目１から６のいずれか一項に
記載のアプタマー。
(項目８)
　Ｃ３溶血アッセイによって測定された場合、約５０ｎＭまたはそれ未満のＩＣ５０で、
前記補体Ｄ因子の機能を阻害する、項目１から７のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目９)
　Ｃ３溶血アッセイによって測定された場合、約１０ｎＭまたはそれ未満のＩＣ５０で、
前記補体Ｄ因子の機能を阻害する、項目１から８のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目１０)
　Ｃ３溶血アッセイによって測定された場合、約５ｎＭまたはそれ未満のＩＣ５０で、前
記補体Ｄ因子の機能を阻害する、項目１から９のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目１１)
　Ｄ因子エステラーゼ活性アッセイによって測定された場合、対照と比較して、補体Ｄ因
子の活性を増加させる、項目１から１０のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目１２)
　Ｄ因子エステラーゼ活性アッセイによって測定された場合、対照と比較して、補体Ｄ因
子の活性を阻害する、項目１から１１のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目１３)
　溶血アッセイによって測定された場合、補体Ｄ因子の活性をさらに阻害する、項目１か
ら１２のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目１４)
　約５０ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフト、エキソサイトまたは自己阻
害ループに選択的に結合する、項目１から１３のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目１５)
　約２５ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフト、エキソサイトまたは自己阻
害ループに選択的に結合する、項目１から１４のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目１６)
　約１０ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフト、エキソサイトまたは自己阻
害ループに選択的に結合する、項目１から１５のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目１７)
　約５ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフト、エキソサイトまたは自己阻害
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ループに選択的に結合する、項目１から１６のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目１８)
　配列番号７３～８０を含まない、項目１から１７のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目１９)
　補体Ｄ因子の触媒クレフト、エキソサイトまたは自己阻害ループに選択的に結合するア
プタマーの治療有効量を対象に投与するステップを含む方法。
(項目２０)
　前記アプタマーが、補体Ｄ因子に関連する機能を阻害する、項目１９に記載の方法。
(項目２１)
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片によって認識される前記補体Ｄ因
子の領域に結合し、前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、前記補体Ｄ因子に関連する
機能を阻害する、項目１９および２０のいずれか一項に記載の方法。
(項目２２)
　前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、配列番号７１に従った重鎖可変領域のアミノ
酸配列および配列番号７２に従った軽鎖可変領域のアミノ酸配列を有する抗ｆＤ　Ｆａｂ
である、項目１９から２１のいずれか一項に記載の方法。
(項目２３)
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子小分子またはペプチド阻害剤によって認識される前記補体
Ｄ因子の領域に結合し、前記小分子またはペプチド阻害剤が、補体Ｄ因子に関連する機能
を阻害する、項目１９から２２のいずれか一項に記載の方法。
(項目２４)
　前記小分子阻害剤が、ジクロロイソクマリンである、項目２３に記載の方法。
(項目２５)
　前記アプタマーが、ＲＮＡアプタマーまたは修飾ＲＮＡアプタマーである、項目１９か
ら２４のいずれか一項に記載の方法。
(項目２６)
　前記アプタマーが、Ｃ３溶血アッセイによって測定された場合、約５０ｎＭまたはそれ
未満のＩＣ５０で、前記補体Ｄ因子の機能を阻害する、項目１９から２５のいずれか一項
に記載の方法。
(項目２７)
　前記アプタマーが、Ｃ３溶血アッセイによって測定された場合、約１０ｎＭまたはそれ
未満のＩＣ５０で、前記補体Ｄ因子の機能を阻害する、項目１９から２６のいずれか一項
に記載の方法。
(項目２８)
　前記アプタマーが、Ｃ３溶血アッセイによって測定された場合、約５ｎＭまたはそれ未
満のＩＣ５０で、前記補体Ｄ因子の機能を阻害する、項目１９から２７のいずれか一項に
記載の方法。
(項目２９)
　前記アプタマーが、Ｄ因子エステラーゼ活性アッセイによって測定された場合、対照と
比較して、補体Ｄ因子の活性を増加させる、項目１９から２８のいずれか一項に記載の方
法。
(項目３０)
　前記アプタマーが、Ｄ因子エステラーゼ活性アッセイによって測定された場合、対照と
比較して、補体Ｄ因子の活性を阻害する、項目１９から２９のいずれか一項に記載の方法
。
(項目３１)
　前記アプタマーが、溶血アッセイによって測定された場合、補体Ｄ因子の活性をさらに
阻害する、項目１９から３０のいずれか一項に記載の方法。
(項目３２)
　前記アプタマーが、約５０ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフト、エキソ
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サイトまたは自己阻害ループに選択的に結合する、項目１９から３１のいずれか一項に記
載の方法。
(項目３３)
　前記アプタマーが、約２５ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフト、エキソ
サイトまたは自己阻害ループに選択的に結合する、項目１９から３２のいずれか一項に記
載の方法。
(項目３４)
　前記アプタマーが、約１０ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフト、エキソ
サイトまたは自己阻害ループに選択的に結合する、項目１９から３３のいずれか一項に記
載の方法。
(項目３５)
　前記アプタマーが、約５ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフト、エキソサ
イトまたは自己阻害ループに選択的に結合する、項目１９から３４のいずれか一項に記載
の方法。
(項目３６)
　前記アプタマーが、配列番号７３～８０を含まない、項目１９から３５のいずれか一項
に記載の方法。
(項目３７)
　Ｃ３溶血アッセイによって測定された場合、約５０ｎＭまたはそれ未満のＩＣ５０で、
補体Ｄ因子の機能を阻害するアプタマー。
(項目３８)
　触媒クレフト、エキソサイトまたは自己阻害ループにおいて前記補体Ｄ因子に選択的に
結合する、項目３７に記載のアプタマー。
(項目３９)
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片によって認識される前記補体Ｄ因
子の領域に選択的に結合し、前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、前記補体Ｄ因子に
関連する機能を阻害する、項目３７および３８のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目４０)
　前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、配列番号７１に従った重鎖可変領域のアミノ
酸配列および配列番号７２に従った軽鎖可変領域のアミノ酸配列を有する抗ｆＤ　Ｆａｂ
である、項目３７から３９のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目４１)
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子小分子またはペプチド阻害剤によって認識される前記補体
Ｄ因子の領域に選択的に結合し、前記小分子またはペプチド阻害剤が、前記補体Ｄ因子に
関連する機能を阻害する、項目３７から４０のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目４２)
　前記小分子阻害剤が、ジクロロイソクマリンである、項目３７から４１のいずれか一項
に記載のアプタマー。
(項目４３)
　ＲＮＡアプタマーまたは修飾ＲＮＡアプタマーである、項目３７から４２のいずれか一
項に記載のアプタマー。
(項目４４)
　Ｃ３溶血アッセイによって測定された場合、約１０ｎＭまたはそれ未満のＩＣ５０で、
前記補体Ｄ因子の機能を阻害する、項目３７から４３のいずれか一項に記載のアプタマー
。
(項目４５)
　Ｃ３溶血アッセイによって測定された場合、約５ｎＭまたはそれ未満のＩＣ５０で、前
記補体Ｄ因子の機能を阻害する、項目３７から４４のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目４６)
　配列番号７３～８０を含まない、項目３７から４５のいずれか一項に記載のアプタマー
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。
(項目４７)
　Ｄ因子エステラーゼ活性アッセイによって測定された場合、ｉ）対照と比較して、補体
Ｄ因子の活性を増加させる、またはｉｉ）対照と比較して、補体Ｄ因子の活性を阻害する
、アプタマー。
(項目４８)
　溶血アッセイによって測定された場合、前記補体Ｄ因子の活性をさらに阻害する、項目
４７に記載のアプタマー。
(項目４９)
　前記補体Ｄ因子に触媒クレフト、エキソサイトまたは自己阻害ループにおいて選択的に
結合する、項目４７および４８のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目５０)
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片によって認識される前記補体Ｄ因
子の領域に選択的に結合し、前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、前記補体Ｄ因子に
関連する機能を阻害する、項目４７から４９のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目５１)
　前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、配列番号７１に従った重鎖可変領域のアミノ
酸配列および配列番号７２に従った軽鎖可変領域のアミノ酸配列を有する抗ｆＤ　Ｆａｂ
である、項目４７から５０のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目５２)
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子小分子またはペプチド阻害剤によって認識される前記補体
Ｄ因子の領域に選択的に結合し、前記抗Ｄ因子小分子またはペプチド阻害剤が、前記補体
Ｄ因子に関連する機能を阻害する、項目４７から５１のいずれか一項に記載のアプタマー
。
(項目５３)
　前記小分子阻害剤が、ジクロロイソクマリンである、項目４７から５２のいずれか一項
に記載のアプタマー。
(項目５４)
　ＲＮＡアプタマーまたは修飾ＲＮＡアプタマーである、項目４７から５３のいずれか一
項に記載のアプタマー。
(項目５５)
　配列番号７３～８０を含まない、項目４７から５４のいずれか一項に記載のアプタマー
。
(項目５６)
　約５０ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子に選択的に結合するアプタマー。
(項目５７)
　前記補体Ｄ因子に触媒クレフト、エキソサイトまたは自己阻害ループにおいて選択的に
結合する、項目５６に記載のアプタマー。
(項目５８)
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片によって認識される前記補体Ｄ因
子の領域に選択的に結合し、前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、前記補体Ｄ因子に
関連する機能を阻害する、項目５６または５７のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目５９)
　前記抗Ｄ因子抗体またはその抗体断片が、配列番号７１に従った重鎖可変領域のアミノ
酸配列および配列番号７２に従った軽鎖可変領域のアミノ酸配列を有する抗ｆＤ　Ｆａｂ
である、項目５６から５８のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目６０)
　前記アプタマーが、抗Ｄ因子小分子またはペプチド阻害剤によって認識される前記補体
Ｄ因子の領域に選択的に結合し、前記抗Ｄ因子小分子またはペプチド阻害剤が、前記補体
Ｄ因子に関連する機能を阻害する、項目５６から５９のいずれか一項に記載のアプタマー
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(項目６１)
　前記小分子阻害剤が、ジクロロイソクマリンである、項目５６から６０のいずれか一項
に記載のアプタマー。
(項目６２)
　ＲＮＡアプタマーまたは修飾ＲＮＡアプタマーである、項目５６から６１のいずれか一
項に記載のアプタマー。
(項目６３)
　約２５ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフト、エキソサイトまたは自己阻
害ループに選択的に結合する、項目５６から６２のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目６４)
　約１０ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフト、エキソサイトまたは自己阻
害ループに選択的に結合する、項目５６から６３のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目６５)
　約５ｎＭ未満のＫｄで、補体Ｄ因子の前記触媒クレフト、エキソサイトまたは自己阻害
ループに選択的に結合する、項目５６から６４のいずれか一項に記載のアプタマー。
(項目６６)
　配列番号７３～８０を含まない、項目５６から６５のいずれか一項に記載のアプタマー
。
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